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ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所 2008-09-05 ～ 2008-09-10
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767.54 2.50 2.50

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

760.44 7.10 9.60

風化凝灰
角礫岩
(Tb)

757.03 3.41 13.01

凝灰角礫
岩
(Tb)

褐
灰

褐
灰
～
灰
褐

淡
青
灰
～
青
緑
灰

緩
い

崩積土(改変に伴う押し出し土と思
われる)
風化岩塊を含む礫混じり土砂状を
呈す
堆積状態は極めてルーズである

著しく風化の進行した凝灰角礫岩

コアは転石(玉石)混じり土砂状と
なる

捕獲礫のみ柱状コアで採取される

岩級区分はD級に相当する

9.6～10.0m間 コアは細礫～岩片状
を呈す
10.0m以深,亀裂多いものの密着し
ており採取コアは円柱状となる
全体に捕獲礫の混入多い
岩の硬さは堅硬で比較的新鮮であ
る
岩級区分はCMクラスに相当する
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